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１． 研究の背景および目的 
 最近では、ヒートアイランド現象や都市緑地の減少など都市環境の悪化にともない温熱環境の

快適性に関する研究に注目が集まっており、様々な微気象の影響を受ける屋外空間に適用する

温熱感指数の研究や、屋外空間での温熱感指数と快適性の研究が行われている。しかし、温熱

感指数と屋外空間の特徴・機能による温熱感覚の違いとの関係について研究したものは少ない。

そこで本研究では、屋外空間での、温熱感指数 SET*（standard new effective temperature）

と温熱感覚との関係について分析した。 
 
２． 研究方法 
２．１ 研究対象地 

研究対象地は千葉県松戸市の 2 つの屋外公共

空間（松戸駅西口広場と松戸中央公園）とした。図

１にその場所を示す。松戸駅西口広場は待ち合わ

せ場所や通路として利用されている。松戸中央公

園は松戸駅東側徒歩 5 分に位置し、幅広い年齢

層の人が利用する憩いの場となっている。調査は、

2004 年 3 月 12 日～3 月 24 日(午前 11 時～午後

3 時)に行った。 
２．２ 調査内容 

図１ 研究対象地平面図 
（１）気象観測 

気象観測では、気温(℃)、グローブ温度(℃)、
地表面温度(℃)、相対湿度(％)、風速(m/s)、下

向き短波放射(W/㎡)、下向き長波放射(W/㎡)を
観測した。 
（２）アンケート調査 

快適感についてのアンケートを行った。図 2 にア

ンケート用紙の一部を示す。今回使用した項目は

4-1 風の強さ、4-2 温冷感、4-3 屋外活動について、

5-2 快適感である。その他に服装や年齢など個人

に対する項目、その空間の利用頻度や利用時間も

調査した。 
２．３ 温熱感指数(SET*) 
 温熱感指数として冬期での適用性が高い SET*
を使用した。SET*は人体の体温調節や熱の授受を人体の深部層と皮膚層の 2 層モデルにより

表現した熱平衡方程式に基づく指標である。SET*の快適域は 22℃～26℃である。 

図２ アンケート用紙の例 
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３． 結果 表 1 測定値と温熱感覚の相関係数 

３．１ 温熱環境と温熱感覚との関係 
温熱環境についての測定値とアンケート

の温熱感覚（風の強さ、温冷感）との相関係

数を表１に示す。松戸駅西口広場、松戸中

央公園ともに風速と風の強さ、気温と温冷

感の間に相関がみられる。松戸中央公園の

ほうが松戸駅西口広場と比較して相関が高

い。気温と温冷感との関係を図 3 に示す。

松戸駅西口広場、松戸中央公園ともに

10℃以下で寒いと感じる人が多い。松戸駅

西口広場では暖かいと感じる温度範囲が広

い。風速と風の強さとの関係を図 4 に示す。

松戸駅西口広場では感じ方にばらつきがあ

り、風速 2.0m/s 以上でも弱いと感じる人が

多い。松戸中央公園では風速 2.0m/s を境

に強弱がはっきりと分かれる。 

図３ 気温と温冷感との関係 
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図 4 風速と風の強さとの関係 
３．２ SET*と温熱感覚との関係 

SET*とアンケートの温熱感覚（快適感、

温冷感、屋外活動）との相関係数を表 2 に

示す。松戸駅西口広場、松戸中央公園とも

に温冷感との相関が比較的高い。 

表 2 SET*と温熱感覚の相関係数 
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SET*と快適感との関係を図 5 に示す。縦

軸はその SET での温熱感覚ごとの人数割

合を表す。快適感に関しては松戸駅西口

広場では SET 24℃付近で快いと感じる人

が多く、20℃以下で不快と感じる人が多い

ので SET の快適域と一致している。松戸中

央公園では SET 16℃付近と 32℃付近で快

いと感じる人が一番多く、20℃～24℃で不

快と感じる人が多い。松戸駅西口広場とは

違い SET の快適域とは、ずれがある。その

理由として、緑地の視覚的な効果等も快適

感に関係しているからではないかと考えら

れる。 

屋外活動についても、快適感と同様の傾

向が見られた。 
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図 5 SET*と快適感との関係 


